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適応整合によるＵＷＢ通信の安定性向上 
 
既存の通信システムと周波数を共用し、広い周波数帯域を使用することで大容

量通信を行う UWB（Ultra Wide Band）通信方式が注目されている。このシス
テムでは広帯域な信号を取り扱うため、アンテナにも広帯域な特性が要求され

る。しかし、広い周波数にわたり一様な特性を持つアンテナの実現は難しい。

そこで本研究では、送信側で信号波形をあらかじめ整形することにより、アン

テナから送信される信号波形の歪みを軽減する手法を提案した。 
まず、計算機シミュレーションシステムを構築し、提案フィルタによる波形歪

み補償効果を検討した。その結果、アンテナ利得が極端に低下する周波数が存

在すると、その周波数で極端に大きなフィルタ利得での補償となるため、フィ

ルタが逆効果となることが判明した。そこで、大きな利得での補償となる周波

数に対しては補償する利得を制限する手法を新たに提案し、それによる補償効

果の向上を確認した。また、タップ数が多い場合と同等の補償効果を得ること

ができる最少のタップ数は 20程度であることなど、提案フィルタの実現性につ
いても検討した。 
さらに、実証のための実験システムを構築した。そして、実際に広帯域板状モ

ノポールアンテナと呼ばれる広帯域アンテナの周波数特性データを測定し、実

データに基づいてフィルタによる波形歪み補償効果を検証した。 
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